
2
0
2
3
年
1
2
月
2
2
日
、

『
日
刊
航
空
』
の
フ
ェ
ー
ス
ブ
ッ

ク(
S
N
S)

は
、
【
国
交
省
、

新
千
歳
空
港
で
管
制
業
務
も
視

野
。
民
間
機
管
制
の
み
移
管
を

構
想
、
防
衛
省
と
調
整
へ
。
新

し
い
管
制
塔
を
建
設
、
自
衛
隊

と
共
同
施
設
に
】
と

伝
え
て
い
た
。

ま

た

、

同

日

の

『
日
刊
航
空
』
の
紙

面
はS

N
S

の
内
容
に
加

え
、
【
新
管
制
塔
は

国
交
省
が
現
管
制
塔

か
ら
7
0
0
m
南
の

新
千
歳
空
港
敷
地
内

に
、
予
算
7
7
億
円

で
2
0
2
6
年
に
着

工
し
、
2
0
2
8
年

９
月
に
完
成
を
目
指

す
と
の
記
述
と
、
新

管
制
塔
の
建
設
は
土

地
使
用
の
調
整
及
び

短
期
間
で
の
建
設
ノ

ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
国

交
省
に
決
ま
っ
た
】

と
伝
え
て
い
た
。
そ

こ
で
、
『
日
刊
航
空
』

以
外
の
報
道
を
生
成

A
I
で
検
索
す
る
と
、

2
0
2
3
年
1
2
月

2
日
に
『
北
海
道
新

聞
』
が
【
防
衛
省
と

国
土
交
通
省
が
新
千

歳
管
制
塔
の
管
制
業

務
を
共
同
で
行
う
こ

と
で
、
よ
り
効
率
的

な
管
制
業
務
を
実
現

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
】

と
報
じ
て
い
た
。

こ
の
時
点
で
は
、
新
千
歳
管

制
塔
に
関
す
る
報
道
が
、
『
日

刊
航
空
』
と
『
北
海
道
新
聞
』

だ
け
で
あ
る
の
で
、
国
交
省
の

フ
ラ
グ
的
な
の
か
な
と
軽
く
考

え
て
い
た
。
し
か
し
、
2
0
2

0
年
に
宇
宙
作
戦
隊
が
新
設
さ

れ
、
2
0
2
3
年
に
は
6
個
高

射
群
の
編
成
が
解
除
さ
れ
、
4

個
高
射
群
に
再
編
成
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
今
年
か
ら
、
飛
行

隊
の
整
備
員
が
整
備
補
給
群
検

査
隊
に
編
入
さ
れ
今
年
の
4
月

1
日
付
で
検
査
隊
が
整
備
隊
へ

改
称
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
時

点
で
も
、
正
直
な
こ
と
を
言
え

ば
驚
き
の
感
覚
し
か
な
か
っ
た
。

次
い
で
、
此
れ
は
以
前
か
ら

の
噂
話
し
で
は
あ
る
が
、
第
2

0
3
飛
行
隊
が
F-

3
5
へ
換

装
さ
れ
、
第
2
0
1
飛
行
隊
の

掩
体
群
を
ダ
ー
ト
標
的
投
棄
エ

リ
ア
に
整
備
す
る
等
の
噂
が
本

当
で
あ
れ
ば
、
第
2
航
空
団
の

主
要
機
能
が
基
地
の
南
側
に
大

き
く
シ
フ
ト
す
る
事
に
な
る
の

か
も
し
れ
な
い
。

今
年
4
月
1
0
日
に
『
読
売

新
聞
』
が
『
日
刊
航
空
』
と
同

趣
旨
の
記
事
を
掲
載
し
た
事
で
、

航
空
宇
宙
自
衛
隊
へ
改
称
を
見

据
え
た
流
れ
だ
と
気
が
付
き
、

新
管
制
塔
が
7
0
0
ｍ
南
に
建

設
さ
れ
、
国
交
省
と
の
共
同
管

制
も
、
航
空
宇
宙
自
衛
隊
へ
の

改
称
に
伴
う
組
織
改
編
と
募
集

難
に
起
因
し
て
い
る
と
憶
測
し

た
。だ

が
、
国
際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル

が
当
初
の
予
定

地
で
は
な
い
、

基
地
に
近
い
所

に
建
設
し
た
事

に
国
交
省
の
強

か
さ
を
感
じ
る

が
、
新
管
制
塔

で
の
共
同
管
制

に
つ
い
て
は
、

自
衛
隊
機
の
運

用
に
支
障
を
き

た
す
事
が
な
い

よ
う
に
望
む
。

国
際
情
勢
が

混
沌
と
し
、
脅

威
が
宇
宙
に
も

及
ぶ
状
況
下
で
、

第
2
術
科
学
校

を
第
1
術
科
学

校
に
統
合
し
、

飛
行
教
育
体
制

も
2
0
2
2
年

か
ら
イ
タ
リ
ア
の
国
際
的
な
軍

用
パ
イ
ロ
ッ
ト
飛
行
訓
練
学
校

で
、
イ
タ
リ
ア
製
最
新
練
習
機

を
使
用
す
る
、
高
度
な
訓
練
を

受
け
る
等
の
改
新
を
図
り,

抑

止
力
と
対
処
力
の
強
化
に
努
め

て
い
る
航
空
自
衛
隊
に
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
安
全
保
障
上
の
課

題
へ
の
対
応
と
、
航
空
宇
宙
自

衛
隊
へ
の
華
麗
な
る
変
身
を
偏

に
願
う
。

(

広
報
部
長

渥
美
伸
悦)

近
頃
気
に
な
る
こ
と
が
増
え

た
。
世
代
と
い
う
言
葉
の
定
義

は
な
い
が
、
「
老
年
と
若
年
」

「
現
役
と
O
B
」
な
ど
の
世
代

間
の
現
状
認
識
、
知
識
や
価
値

観
の
相
違
で
あ
る
。
先
日
千
歳

基
地
の
電
話
交
換
が
自
動
音
声

方
式
へ
変
化
し
て
い
た
の
に
は

驚
い
た
。

事
前
の
告
知
の
有
無
は
承
知
し

て
い
な
い
が
、
省
力
化
施
策
な

の
だ
ろ
う
。
官
民
の
最
も
身
近

な
繋
が
り
は
電
話
と
い
え
る
。

電
話
対
応
の
プ
ロ
は
世
の
コ

－

ル
セ
ン
タ－

で
、
流
石
に
対

応
は
素
晴
ら
し
い
。
よ
く
教
育

さ
れ
て
も
い
る
。

我
が
方
の
こ
と
で
あ
る
が
先

日
、
某
基
地
の
役
職
不
明
の
ま

ま
A
氏
か
ら
、
私
の
携
帯
に
、

後
日
書
類
を
郵
送
す
る
む
ね
発

信
先
番
号
通
知
で
連
絡
が
あ
っ

た
。
後
日
、
そ
の
番
号
に
電
話

し
て
も
新
方
式
の
た
め
か
繋
が

ら
な
い
の
で
、
某
基
地
に
も
自

動
音
声
方
式
で
電
話
し
た
。
電

話
に
出
た
隊
員
は
所
属
を
云
う

の
み
だ
っ
た
が
書
類
へ
の
回
答

と
連
絡
の
御
礼
を
云
い
た
い
が

A
さ
ん
と
呼
ぶ
人
は
居
ら
れ
る

か
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
無
言
の

ま
ま
保
持
ボ
タ
ン
に
切
り
替
え

ら
れ
、
か
な
り
の
待
ち
時
間
を

費
や
さ
れ
た
。

話
終
わ
っ
て

み
れ
ば
こ
の
隊
員
は
A
氏
の
部

下
で
あ
っ
た
。

A
氏
の
存
在
を
尋
ね
た
時
点

で
自
分
の
上
司
の
立
場
で
あ
る

こ
と
を
伝
え
て
さ
え
く
れ
れ
ば

も
っ
と
円
滑
な
対
応
に
な
り
、

不
快
な
思
い
を
し
な
い
で
済
ん

だ
の
で
は
な
い
か
。
最
近
は

「
教
育
」
と
「
パ
ワ
・
ハ
ラ
」

の
意
味
が
混
同
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
思
う
。
管
理
職
は
、
こ
の

違
い
を
お
そ
れ
る
あ
ま
り
、
教

育
や
躾
を
敬
遠
す
る
傾
向
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
こ
と

は
、
ひ
い
て
は
重
大
な
結
果
を

招
く
こ
と
に
留
意
す
べ
き
だ
。

ま
た
、
「
O
B
」
は
「
Z
」

と
の
意
思
疎
通
に
お
い
て
理
解

が
不
完
全
な
こ
と
が
感
じ
ら
れ

る
。
「
最
近
の
若
い
者
は
」
と

か
「
近
頃
の
年
寄
り
は
」
と
い

う
決
ま
り
文
句
は
な
る
べ
く
自

粛
し
て
、
相
互
理
解
を
深
め
、

基
地
側
と
O
B
間
の
認
識
ギ
ャ
ッ

プ
を
な
く
す
よ
う
留
意
行
動
す

べ
き
だ
。（

相
談
役

朝
倉
範
夫
）

山
登
愛
好
会
は
4
月
2
7
日

(

土)

に
今
年
度1

回
目
の
登
山

で
、
南
区
白
川
登
山
口
か
ら
初

級
の
青
山(

5
3
1
m)

に
登
っ

て
き
ま
し
た
。

会
員
４
名
と

現

役

隊

員

2

名

の

総

勢

6

名
で
、

晴
天
・

気

温

2

3

℃

・

微

風

と
い
う
こ
の
時
期
に
は
珍
し
い

好
天
に
恵
ま
れ
た
中
、
ゆ
っ
く

り
と
登
山
道
を
登
り
、
頂
上
で

の
絶
景
を
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。

（
副
会
長

森
田
弘)

千
鷲
会
ゴ
ル
フ
同
好
会
「
千

鷲
球
会
」
は
、
令
和
６
年
度
の

活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

市

内
「
シ
ャ
ム
ロ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
」
で
４
月
２
２
日
（
月
）

に
行

い
ま

し
た
。

今
年

度
も

雪
解

け
が

早
く

コ
ー

ス
コ

ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
は
良
好
で
し
た
。
優
勝

は
、
風
を
制
し
た
ベ
テ
ラ
ン
会

員
の
谷
村
会
員
で
し
た
。

(

副
会
長

畑
田
信
也)
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会
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７
２
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